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pp. 1965. The University of Wisconsin (邦貨にして約4.600円)

藻類とくに微細藻類の生理生態について該博な知識を持つFOGG教授が同名の書を最

初に世に問うたのは1965年であった。爾来10年を経過し，この学問分野における知識の

蓄積は膨大な量に及んだ。 FOGG教授はこれらの知識をよく阻鴨吸収してi日版に加筆訂

正を行うとともに，多くの章を完全に書き改めるなどしてここに第2版を出版した。陸

水および海に生育する植物性プランクトンの生長生理と生態についての概略とこれらの

分野の最近の研究の傾向を知るのに手頃な書物のーっと言える。巻末の参考文献は380

以上におよぶ。

(筑波大学生物科学系千原光雄)
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